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非b型La㎎6via氏確率 方程式 とは,r(>0),G

をあ る常敷として

(1)du/dt=r(G-u)+A(t)

で表されるも'のを指ナ。蚊に 孟④ は不規則な変動 を

表すもので`を 固定 して平均すると零になるものであ

る。即ち

(2)漣(t)電0.

.eの彩 の式 ほBrown運動 あ場合1],低 氣堅の移勲

の場合a]に 既に懸用されているが,著 者は嫁齊iによる

治療開始後の貧血患者の赤血球致,血色素量の塘加(第

1蜀)が この形であることを先年指摘した3】Deス こ

の式でtを 寿5,S以外 の媒介変数 とすれぽ,著 者等の置

啓法による實祓公式4】,補盟便推定の場合の溶血薗線5】

(近 似的に第2瀬)及 びX繊 照射後の動物 の累積死亡

数(第3國)も この形になる。

教学 的に らσ をどうい う風にして推定すればよい

かの問題は今考えないで,逐次 近似法の出発酷 となる

ようなr,Gの 近 似値を圖式解法で求めろ方法を述ぺ

よ う。変動項の影響が少ければ,究 に述べる近似解だ

けで實用上充分であらう。

(イ)の 形式的な解はよく知れているよ うに

Aを 饒知常敦として(6)t珪 率定差言乾式に改

めようo(6)h・ ら

欝 ユ 団

1)貧 血 の 程 度 の 甚 し い 場 合 に ぱ 毒1d8

=AJ(G-y)÷.{2(G-y)eと21;・k⊃ 項 ゴ§こ弐ぐよ

Rで あ る。 この 場1合1まVerhulst>算 走 註線

が 鐸 られ,蓮 激 に つ い て定 葦 ヨ ゴ 利 罵 で き ろ 。



を座標 として,實 灘直窪,Y]を 方誤紙上に記入して

行 くと,實 測顯ほ(9)で 表される直線Zの 近衝にある.

この蔵を定差園と呼ぼう。

定差圏上で,～ と直線

との交點 のX座 標をX7eと ナ ると,(9)か ら

としてGが 求まる。1の 慎きから6"「h從 つ

てrが 分るから1さ え推定すればGもr計 も

推定できることになるD。.

1の 推定の仕方は「y④ の分布法則,又 は

の分布法則に開係し,こ れを豫め與 えないと,

これ以上縮かいことはいえない6ユ。

第2圖

從つてtを 固定して平均すると,
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何れ も校正麟だけ残して室襲で澆失。後者ほ從

來の補暖力債が,用 いた赤血球に相封的にしか

定 まらないこと,赤 血球の封医蛋食璽永擾抗力

第3圏

1)こ の場合普通よく使われる形の最 小自乗

法ほ,其壼iで{ま使えない。Xを変数 としてrを

憂量と考える謬に行かないからである。本詰前

號の拙交に用いた方法なら使える。 この σ を

求めるや り方ほもつと一般的な場合に猿張でき

る。



の今布曲線を豫め1=ミベて,鍾 抗 イ」の弱い部牙をほ張∫し

盤水で壌 してから力便を推宅すると,特 異的である等

の溶血素に依る溶血が起りに てゝなることを示したも

ので,赤 血球1¥遊 液 はBrinkmanの 威方を用い,濠

自身に依る赤血球つ抵抗力の攣化を防いである。

6i鯛 えば S.  Chandrasekhar  : Stoc iastic pro-

blems in physics and astronomy, Rev. Mod. 

Phys., 15 ;,11943', C ap. II. 
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of Statistical Mathematics, Department of
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 Two parameters r and G in t':e well-known 

stochastic equation .1 are estimated gran' 

  utilizing, so to speak. the finite different-. s 

diagram • Ly(t), y(t + h)]. T:le slope of t:-e 

straight line is e-•1 from we can 

estimate r. C is equal to the X-coordinate c. 

f. (10)1 of the point of intersection of the line 

(9) and the bisector ,11) of coordinate axes. G 

is estimated from Three figures show its 

clinical applications. Fig. 1 shows the curing 

process of anemia during several weeks treat-

ment with iron preparate. Fig. 2 shows the 

curve of hemolyis in titration of complement . 

Fig. 3 shows the cummulative sum of dead of 

animals after irradiation.

抽出検査に於ける再試験の問題
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.昭和23年6月12日 受 理 魎

大 壷さ"個 の1組 の試§を抽出搬奎 して,・ 恒の

不臭を蛾墨した場合,抽 出桧査,或 ほ試斜検査を,(rノめ

の記號で書き、表ほナことにナる。試講徐査つ結果がら

即ち,試 轡不良率から,そ の母集璽不良率の賛↑}に累

する推定を下さうとナるのに,信 顎推理う方浅を罵ゐ

るのっ:・最 も盲毅な推 セ法である。これに儀つて筆集

匿下良率の信韻婆糞,部 ちそ○下誤と上環 とゼ,任 意

の量瞼奉の下に於いて決定せられζつで'あ宅。言三輩と

して,下 限と上誤とを,夫 々,p1(4・ 、,p2(・ノt-'つや

うに書く。特に響 らほしい惧のない楊合には,登 に完

々,Pi,p2と 略 して書 くこともある。これ等の=鷲 は

夫々次の式を満足 ナる .pの 催である。

鴎6同al,Ct:ば.夫 々下 限,上 限 の 竜 蹄 率 で,峯 ね

α1=X2に とろ。 又,r,は 不 完 全 べ 一 タ函 数比 で あ る●

これ よ ウ直 ち ・こ+窒 掛 系が得 ろれ ろ 。

き妾者 ・ミ嘗 つ て,信 顎 推i理 に蟻 る槍 う査注 つ1つ り形 式

を 螢 裏 しf。 こ∴ 璽 表 ほ,昭 顎17年 夏 の 漿,営 寿,

河 … 導 士.塩 山,振 元 ○ 蕾 學 士 天 ぴ 筆`者 ・")4矢 の 「ei:

閑 い て 雇 た セ ミナ リで,筆 者 つ當 看 に ムナこつ て 話 した

○ が 最 初 て あ つ た 。 翌 望 究1S年1月 「1藝雨 黛理 」 第

13養 …,第1壁 に'● 大 量 生壼 検 「寄に 於 け る婁箕至銃 …汁睾

つ 三雲潮"と 題 し て量ミゼ'♪二・つう:論三ヒと して!レ最 「≒=つ董姜表

で 島つ た 。 今,華 衰 三三塾 雌 突 に 当 要 な 部}を,そtv

中 うゝ ら次こ、こ技 零ξ一ナ●こ こ ヒ.寿十 る 。

(以 下 技 拳)第1iミ は 竜 除 率 を.05と!.,許 容 最 苛


